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私
が
東
岡
崎
駅
長
と
し
て
赴
任
し
た
の

は
、
桜
の
花
咲
く
四
月
で
し
た
。
岡
崎
五

万
石
、
葵
の
ご
紋
の
徳
川
さ
ま
、
武
士

も
の
の
ふ

の

名
残
か
、
ロ
マ
ン
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ

る
町
の
た
た
ず
ま
い
な
ど
、
今
で
も
心
の

と
き
め
き
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
あ
れ

か
ら
二
年
、
職
業
柄
か
、
常
に
、
電
車
の

お
客
様
の
動
向
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
平
成
八
年
と
比
べ
、
約

八
〇
％
ま
で
落
込
ん
で
い
ま
す
。

当
初
は
、
不
景
気
の
た
め
、
ま
た
、
少

子
高
齢
化
と
い
う
構
造
的
な
問
題
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
岡
崎
市
の
人

口
は
年
々
微
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
市
勢
圏
が
北
か
ら
南
へ
移
り
つ
つ
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
岡
崎
へ
の
お
客
様
の
訪

れ
が
減
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
肌
で
感
じ
る
駅
前
の
活
気
は
、

や
は
り
淋
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
暇
あ
る
毎
に
町
の
活
力
や
た
た

ず
ま
い
、
史
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
か
つ
て
は
市
の
中
心
街
と
し
て
華
や

か
だ
っ
た
康
生
通
り
の
衰
退
は
、
こ
れ
が

時
代
の
変
遷
な
の
か
、
哀
れ
な
気
持
ち
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
一
方
、
城
と
そ
れ
を

取
巻
く
公
園
で
の
風
物
詩
は
、
私
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
春
は
、
見
事
に

花
を
つ
け
る
二
〇
〇
〇
本
近
い
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
や
フ
ジ
・
ツ
ツ
ジ
。
夏
に
は
、
川
面

に
映
え
て
浮
か
ぶ
鉾
船
と
夜
空
を
焦
が
す

豪
華
絢
爛
な
花
火
大
会
。
四
季
を
通
じ
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
々
、
ま
た
、

殿
橋
か
ら
見
渡
す
風
景
も
絶
品
で
し
た
。

西
日
を
受
け
て
輝
く
岡
崎
城
、
見
回
す
と
、

川
が
流
れ
、
緑
の
自
然
に
囲
ま
れ
、
背
後

に
は
近
代
的
な
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
、
歴
史

と
自
然
の
一
体
感
は
、
岡
崎
ら
し
さ
を
最

も
感
じ
さ
せ
る
場
所
で
あ
り
、
大
き
な
財

産
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
夜
明
け
前
が
最
も
暗
い
」。
私
は
最
近

好
ん
で
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
戦

国
の
世
に
逆
境
を
克
服
し
、
つ
い
に
天
下

を
取
っ
た
家
康
公
の
生
涯
に
思
い
を
は
せ

る
時
、
今
が
一
番
苦
し
い
け
れ
ど
も
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

（
と
み
だ
　
し
の
ぶ
）

回　想
教
育
随
想

今月の紙面

名古屋鉄道株式会社
東岡崎幹事駅長

富田　　忍　氏
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無
農
薬
有
機
栽
培
に
挑
む

小
久
井
農
場
有
機
栽
培
試
験
農
場

岡
崎
市
東
部
土
地
改
良
区
理
事

小
久
井
正
秋
　
氏

「
買
っ
た
人
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ

て
く
れ
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
幸
せ
で
す
。」

と
笑
顔
で
語
る
小
久
井
さ
ん
。

約
一
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
田
畑

と
施
設
が
目
を
引
い
た
。
そ
の
施
設
に
は

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
と
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
が

各
十
台
。
リ
モ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
大

型
精
米
器
、
育
苗
施
設
、
低
温
倉
庫
、
有

機
栽
培
肥
料
場
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
小

久
井
さ
ん
は
、
無
農
薬
有
機
栽
培
で
米
・

麦
・
大
豆
を
生
産
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
ら
れ
た
。

「
以
前
は
、
畜
産
を
主
に
や
っ
て
お
り
、

た
い
肥
を
田
畑
に
入
れ
る
こ
と
で
、
お
い

し
く
健
康
的
な
米
が
と
れ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、『
本
物
を
作
り

た
い
』
と
い
う
気
持
ち
で
、
十
四
年
前
か

ら
現
在
の
よ
う
に
本
格
的
に
有
機
肥
料
だ

け
を
用
い
て
始
め
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
、
多
く
の
人
に
要

求
さ
れ
て
自
然
と
耕
地
を
広
げ
、
今
で
は
、

田
畑
だ
け
に
絞
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。」

米
作
り
に
つ
い
て
話
が
及
ぶ
と
、

「
米
作
り
は
土
作
り
。
土
が
命
で
す
。
自

分
は
十
年
か
か
り
ま
し
た
。
毎
年
、
三
十

か
所
の
条
件
を
変
え
た
土
で
稲
を
育
て
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。
自
分
の
経
験
以

外
に
、
本
、
雑
誌
、
研
究
資
料
な
ど
を
も

と
に
し
て
、
自
分
で
や
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
大
切
な
と
こ
ろ
が
見
え
て

き
ま
す
。
と
に
か
く
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
食
べ
ら
れ
る
米
作
り
を
極
め
た
い
。」

と
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

さ
ら
に
、
将
来
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
話
さ
れ
た
。

「
現
在
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
直
接
お
客
さ
ん
か
ら
予
約
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
こ
の
米
が
お
い
し
い
と
言
っ
て

買
い
に
来
て
く
だ
さ
る
人
も
多
い
で
す
。

年
間
三
〇
〇
ト
ン
の
米
を
生
産
し
て
い

ま
す
が
、
質
を
落
と
し
て
ま
で
、
量
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

家
族
八
人
で
で
き
る
こ
と
を
や
る
ま
で
で

す
。
今
後
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
う
ま

い
米
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」

小
久
井
さ
ん
は
、
四
校
の
小
学
校
で
本

物
の
米
作
り
を
見
せ
て
い
る
。
子
供
と
の

接
触
を
通
し
て
、
最
後
に
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
人
間
ら
し

い
感
性
を
持
ち
、
本
物
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
。
自
然
の
中
か
ら
道
具
を
工

夫
し
た
り
、
友
達
と
野
イ
チ
ゴ
や
グ
ミ
を

採
っ
た
り
、
魚
を
つ
か
ん
だ
り
す
る
。
そ

の
体
験
の
中
か
ら
知
恵
と
し
て
の
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。」

作
物
は
う
そ
を
つ
か
な
い
と
い
う
信
念

を
持
ち
、
小
久
井
さ
ん
の
本
物
を
作
る
た

め
の
努
力
は
、
今
日
も
続
い
て
い
る
。

子
供
の
学
び
を
支
え
る

学
校
図
書
館
指
導
員

渥
　
美
　
久
美
子

子
供
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
支
え
る

こ
と
が
、
学
校
図
書
館
の
役
割
の
一
つ
で

あ
る
が
、
時
に
は
追
究
に
必
要
な
図
書
館

資
料
が
自
校
だ
け
で
は
そ
ろ
わ
な
い
こ
と

が
あ
る
。
訪
問
の
際
に
も
、
時
々
同
様
の

声
を
耳
に
す
る
。
そ
ん
な
と
き
、
そ
の
点

を
見
事
に
克
服
さ
れ
た
Ａ
先
生
の
授
業
を

思
い
出
す
。

Ｂ
中
学
校
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
一
年
生
の
あ
る
学
級
で
は
、「『
チ

ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
１
』
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
な
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
総
合
的
な

学
習
の
時
間
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
本
時

は
学
校
図
書
館
資
料
の
中
か
ら
、
個
々
の

追
究
に
必
要
な
資
料
を
収
集
さ
せ
た
後
、

資
料
リ
ス
ト
を
作
成
さ
せ
る
と
い
う
学
習

の
流
れ
で
あ
っ
た
。

子
供
た
ち
は
図
書
資
料
を
中
心
に
フ
ァ

イ
ル
資
料
な
ど
に
も
手
を
伸
ば
し
、
資
料

探
し
に
懸
命
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
化

（

）

氏
　
　
名
　
こ
く
い
　
ま
さ
あ
き

生
年
月
日
　
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
三
日

住
　
　
所
　
岡
町
森
東
四
十
一
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笑
顔
の
ま
ま
で

大
門
小
　
安
藤
　
靖
子

教
室
を
見

わ
た
す
と
、

い
つ
も
こ
ち

ら
を
見
て
い

る
か
わ
い
い

瞳
に
出
会
う
。

に
こ
に
こ
と

笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
Ａ
男

だ
。

Ａ
男
と
出
会
っ
た
の
は
二
年
前
、
入
学

式
の
日
だ
っ
た
。
新
し
い
環
境
が
苦
手
な

Ａ
男
は
廊
下
で
泣
い
て
い
た
。

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。
み
ん
な
優
し

い
か
ら
ね
。」

と
手
を
つ
な
い
で
教
室
に
入
っ
た
春
の
日
。

あ
れ
か
ら
二
年
。
今
で
は
、
放
課
に
友

達
と
過
ご
す
の
が
大
好
き
な
Ａ
男
だ
が
、

時
々
わ
た
し
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
る
。

「
次
は
何
を
や
る
の
。」

不
安
な
気
持
ち
で
尋
ね
る
こ
の
言
葉
が
、

Ａ
男
が
私
の
そ
ば
に
来
る
合
図
に
な
っ
て

い
た
。
特
に
話
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

わ
た
し
と
ほ
か
の
子
の
話
を
聞
い
て
い
る

こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
わ
た
し
の
そ
ば

に
い
る
こ
と
で
心
が
安
ら
か
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
、
ぴ
っ
た
り
寄
り
添
っ
て
一
緒

に
話
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
周
り
を
囲
む

ほ
か
の
子
供
た
ち
も
、
に
こ
に
こ
し
な
が

ら
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
れ
る
。
Ａ
男

の
笑
顔
が
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
。

も
う
す
ぐ
三
年
生
。
Ａ
男
が
わ
た
し
か

ら
巣
立
つ
日
も
近
い
。
今
、
わ
た
し
は
Ａ

男
た
ち
と
一
緒
に
学
校
の
中
を
探
検
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
広
が
る
世
界
に
Ａ
男
が

安
心
し
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
い
つ

も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
。

差
し
出
さ
れ
た
手

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
日
本
人
学
校

和
田
真
実
子

現
地
校
の
子
に
、
日
本
で
の
遊
び
を
出

店
風
に
紹
介
す
る
交
流
会
で
の
こ
と
。

「
先
生
、
ア
ズ
リ
ン
さ
ん
が
い
な
い
。」

Ａ
男
が
心
配
そ
う
な
顔
で
訴
え
て
き
た
。

彼
は
現
地
校
の
ア
ズ
リ
ン
と
組
ん
で
い
ろ

い
ろ
な
店
を
回
る
世
話
係
で
あ
っ
た
。

「
と
に
か
く
捜
そ
う
。」

Ａ
男
と
一
緒
に
あ
ち
こ
ち
駆
け
回
っ
た
。

彼
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
こ

と
が
苦
手
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
友
達
と

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
、
投
げ
や
り
な
態

度
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
ア
ズ
リ
ン
を
捜
す
彼
は
違
っ

て
い
た
。

「
ど
こ
へ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
。」

「
先
生
も
見
つ
か
る
ま
で
一
緒
に
探
す
よ
。」

Ａ
男
は
大
き
く
う
な
ず
い
た
。
そ
ん
な

彼
の
姿
が
意
外
で
あ
り
、
頼
も
し
く
も
あ

っ
た
。

や
っ
と
の
こ
と
で
ア
ズ
リ
ン
を
見
つ
け

た
。
Ａ
男
は
す
ぐ
に
駆
け
寄
り
、
彼
女
に

手
を
差
し
出
し
た
。
ア
ズ
リ
ン
も
う
れ
し

そ
う
に
Ａ
男
の
手
を
と
っ
た
。

「
ス
ラ
マ
パ
ギ
。（
お
は
よ
う
）」

「
ア
パ
　
カ
バ
ー
。（
元
気
で
す
か
）」

次
の
交
流
会
の
た
め
に
、
マ
レ
ー
語
を

勉
強
す
る
声
の
中
に
、
い
つ
も
よ
り
元
気

な
Ａ
男
の
声
が
あ
っ
た
。

石
・
黒
曜
石
の
発
見
と
発
掘
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
Ｃ
君
や
「
万
年
青

お

も

と

」
に
つ
い
て
追

究
し
て
い
る
Ｄ
子
さ
ん
は
、
満
足
の
い
く

資
料
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
と
き
、
Ａ
先
生
は
落
胆
し
て
い
る
Ｃ

君
に
、「
先
生
も
資
料
を
探
し
て
み
た
け

ど
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
ど

う
ぞ
」
と
言
い
な
が
ら
、
黒
曜
石
の
実
物

を
渡
さ
れ
た
。
Ｄ
子
さ
ん
に
は
、
県
の
図

書
館
で
入
手
し
て
き
た
資
料
を
示
さ
れ
た
。

Ａ
先
生
は
、
自
校
の
図
書
館
資
料
だ
け

で
、
子
供
た
ち
の
追
究
が
可
能
か
ど
う
か

あ
ら
か
じ
め
細
か
く
検
討
さ
れ
、
そ
の
う

え
で
、
不
足
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は

自
ら
市
や
県
の
公
共
図
書
館
に
ア
ク
セ
ス

し
た
り
、
市
外
の
書
店
に
ま
で
足
を
運
ん

だ
り
し
て
、
資
料
集
め
に
奔
走
さ
れ
て
い

た
の
だ
。
教
師
の
温
か
く
適
切
な
支
援
に

よ
り
、
子
供
た
ち
の
追
究
意
欲
が
、
そ
れ

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

十
二
学
級
以
上
の
学
校
に
司
書
教
諭
が

置
か
れ
る
の
も
、
間
も
な
く
で
あ
る
。
司

書
教
諭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
べ
て
の

教
師
が
Ａ
先
生
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
一

人
一
人
の
特
性
や
興
味
関
心
に
応
じ
た
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
も
教
師

自
身
が
図
書
館
活
用
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。



3月号 1年の歩み

（4）

一
年
の

あ
ゆ
み

４
・
１

文
部
科
学
省
、
学
校
完
全
週
５
日
制
を
軸
と
し
た
、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施

新
規
採
用
教
員
48
名
辞
令
伝
達
式

４
・
14

浪
速
武
道
館
小
中
学
生
近
畿
相
撲
大
会
　
個
人
第
３
位
　
南
中
３
・
平
田
怜

４
・
15

現
職
教
育
委
員
会
総
会
（
矢
作
中
）

５
・
11

第
46
回
岡
崎
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

第
14
回
管
楽
器
個
人
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
東
海
大
会

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
部
　
優
秀
賞
　
南
中
３
・
鈴
木
健
吾

５
・
12

中
日
本
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

優
勝
　
東
海
中
３
・
鈴
木
徳
由
毅
、
３
・
萩
原
宏
実
、
３
・
神
谷
理
恵
子

６
・
16

六
北
中
創
立
10
周
年
記
念
式
典

６
・
20

Ｆ
Ｂ
Ｃ
春
学
校
花
壇
設
計
図
コ
ン
ク
ー
ル
　
愛
知
県
知
事
賞
　
六
中
小

６
・
30

第
16
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
愛
知
県
大
会
　
小
学
４
年
生
の
部
　
優
勝
　
三
島
小
　
太
田
航
大

７
・
２

パ
ソ
コ
ン
教
室
整
備
40
台
配
置
10
校
　
広
幡
・
山
中
・
本
宿
・
秦
梨
・
常
磐
東
・

常
磐
・
奥
殿
・
岩
津
・
矢
北
・
六
中
の
各
小
学
校

７
・
６

第
19
回
愛
知
県
小
学
生
リ
レ
ー
競
走
大
会

男
子
走
幅
跳
　
優
勝
　
大
樹
寺
小
６
・
鈴
木
雄
貴

７
・
７

第
23
回
愛
知
県
混
成
競
技
大
会
　
三
種
競
技
Ｂ
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

７
・
８

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
中
学
生
使
節
団
来
岡
（
〜
13
）

７
・
９

第
17
回
中
学
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

７
・
13

第
５
回
県
中
学
選
抜
混
成
大
会
　
三
種
競
技
Ｂ
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

７
・
19

第
55
回
岡
崎
市
中
学
校
市
長
杯
総
合
体
育
大
会
（
〜
21
）

７
・
21

愛
知
県
カ
ヌ
ー
中
学
生
大
会
　
総
合
優
勝
　
新
香
山
中

７
・
22

岡
崎
市
小
学
校
球
技
大
会
（
〜
25
）

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
（
県
）

男
子
走
高
跳
　
優
勝
　
矢
北
中
３
・
井
上
諒

７
・
24

市
教
科
・
領
域
基
礎
研
修
会
（
〜
26
、
８
・
１
、
２
、
６
）

７
・
25

西
三
河
中
学
校
選
手
権
大
会
（
〜
28
）

７
・
28

全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
　
準
優
勝
　
新
香
山
中
３
・
水
越
健
次

女
子
　
第
３
位
　
新
香
山
中
　
藤
嶋
・
長
島
・
磯
谷
・
鈴
木

第
24
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
優
勝
　
上
地
小

７
・
29

中
央
教
育
審
議
会
、
奉
仕
活
動
の
推
進
を
促
す
「
青
少
年
の
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
の
推
進
方
策

等
に
つ
い
て
」
答
申
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出

第
40
回
岡
崎
市
小
学
校
水
泳
大
会
（
井
田
小
・
三
島
小
）

第
56
回
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
８
・
３
）

陸
上
男
子
　
走
高
跳
　
優
勝
　
矢
北
中
３
・
井
上
諒

女
子
　
100
Ｍ
Ｈ
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

４
×
100
Ｍ
リ
レ
ー
　
優
勝
　
矢
北
中
　
杉
田
・
森
田
・
鈴
木
・
濱
井

水
泳
女
子
　
100
Ｍ
自
由
形
　
優
勝
　
南
中
３
・
澤
本
絵
里

100
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
　
城
北
中
１
・
岩
下
な
つ
み

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
優
勝
　
矢
北
中

相
撲
　
団
体
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
　
　
個
人
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
３
・
青
山
智
昭

７
・
31

第
45
回
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
愛
知
県
大
会
　

大
編
成
の
部
　
優
秀
賞
　
竜
海
中

小
編
成
の
部
　
優
秀
賞
　
新
香
山
中

８
・
１

呼
和
浩
特
市
中
学
生
使
節
団
来
岡
（
〜
５
）

第
48
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

女
子
共
通
100
Ｍ
Ｈ
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

８
・
２

感
性
を
育
む
心
の
教
育
の
推
進
　
芸
術
鑑
賞
会
（
市
民
会
館
）

８
・
４

第
22
回
全
国
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

優
勝
　
東
海
中
３
・
山
本
枝
里
子
、
２
・
青
山
絵
美
子

８
・
７

第
32
回
愛
知
県
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
会
　
県
知
事
賞
　
東
海
中
生
物
部

８
・
８

第
24
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
〜
12
）

陸
上
男
子
　
走
高
跳
　
準
優
勝
　
矢
北
中
３
・
井
上
諒

２
年
1500
Ｍ
　
第
３
位
　
矢
作
中
２
・
鈴
木
慶
輝

女
子
　
100
Ｍ
Ｈ
　
優
勝
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

水
泳
男
子
　
100
Ｍ
背
泳
ぎ
　
優
勝
　
城
北
中
３
・
西
尾
太
郎

100
Ｍ
平
泳
ぎ
　
準
優
勝
　
矢
作
中
３
・
澤
田
将
宏

100
Ｍ
背
泳
ぎ
　
準
優
勝
　
竜
海
中
３
・
天
野
敏
也

400
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

優
勝
　
竜
海
中
　
坂
野
・
天
野
・
伊
藤
・
荒
井
・
柵
木
・
高
木

400
Ｍ
リ
レ
ー

優
勝
　
竜
海
中
　
坂
野
・
天
野
・
伊
藤
・
荒
井
・
柳
・
早
川

女
子
　
100
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝
　
城
北
中
１
・
岩
下
な
つ
み

400
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
第
３
位
　
甲
山
中
３
・
近
藤
美
咲

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
　
準
優
勝
　
矢
北
中

サ
ッ
カ
ー
　
第
３
位
　
竜
南
中

相
撲
　
団
体
の
部
　
第
３
位
　
美
川
中
　
　
個
人
の
部
　
優
勝
　
美
川
中
３
・
青
山
智
昭

８
・
９

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
　
Ａ
編
成
の
部
　
金
賞
　
竜
海
中

Ｂ
編
成
の
部
　
金
賞
　
六
ッ
美
中
・
新
香
山
中

８
・
16

全
国
中
学
校
体
育
大
会
（
〜
25
）

陸
上
女
子
　
100
Ｍ
Ｈ
　
準
優
勝
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

８
・
22

第
30
回
生
徒
市
議
会
（
市
議
会
議
場
）

韓
国
へ
親
善
訪
問
（
〜
24
）

葵
中

８
・
25

第
57
回
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
Ｂ
編
成
　
金
賞
　
六
ッ
美
中
・
新
香
山
中

第
５
回
東
海
少
年
相
撲
大
会

団
体
　
準
優
勝
　
三
島
小
　
　
個
人
　
小
学
４
年
生
の
部
　
第
３
位
　
三
島
小
　
太
田
航
大

８
・
28

岡
崎
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

８
・
30

岡
崎
市
教
職
員
体
育
大
会
（
中
央
総
合
公
園
）

９
・
12

教
育
研
究
大
会
（
福
岡
小
・
福
岡
中
）

９
・
16

第
23
回
愛
知
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

女
子
　
1500
Ｍ
　
優
勝
　
六
ッ
美
中
２
・
竹
中
紗
代

９
・
22

第
９
回
愛
知
県
中
学
生
カ
ヌ
ー
新
人
戦

男
子
　
優
勝
　
新
香
山
中
２
・
太
田
俊
政

女
子
　
優
勝
　
新
香
山
中
２
・
藤
嶋
紗
姫
　
　
優
勝
　
新
香
山
中
　
藤
嶋
・
坂
田

優
勝
　
新
香
山
中
　
藤
嶋
・
坂
田
・
高
山
・
加
藤

９
・
23

岡
崎
市
中
学
生
呼
和
浩
特
市
友
好
親
善
訪
問
（
〜
10
・
１
）

第
39
回
吹
奏
楽
祭
（
市
民
会
館
）

９
・
29

第
41
回
岡
崎
市
小
学
校
陸
上
大
会
（
県
岡
崎
総
合
運
動
場
）

第
55
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
支
部
大
会
　
銀
賞
　
南
中

９
・
30

岡
崎
市
中
学
生
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
親
善
訪
問
（
〜
10
・
９
）

第
46
回
愛
知
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
　
羽
根
・
矢
東
・
六
南
・
山
中
・
竜
美
丘
・

連
尺
の
各
小
学
校
と
新
香
山
・
竜
海
・
城
北
中
学
校

�
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
竜
美
丘
小

�
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
で
力
強
く

操
船
す
る
新
香
山
中
カ
ヌ
ー
部



1年の歩み No. 3 5 8

（5）

10
・
１

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
10
校
　
羽
根
・
竜
美
丘
・
連
尺
・
井
田
・
藤
川
・
大
樹
寺
・

大
門
・
六
北
・
上
地
・
六
西
の
各
小
学
校

10
・
５

第
34
回
岡
崎
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
（
〜
12
・
水
泳
９
・
７
）

10
・
７

市
中
学
生
使
節
団
タ
ウ
ラ
ン
ガ
市
訪
問
（
〜
17
）

10
・
12

第
49
回
理
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
場
）

第
29
回
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
（
中
央
総
合
公
園
武
道
場
）

10
・
13

第
49
回
岡
崎
市
民
体
育
祭
（
中
央
総
合
公
園
）

中
部
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
大
会
　
大
編
成
　
銀
賞
　
竜
海
中

第
12
回
朝
日
「
ぼ
く
と
わ
た
し
の
健
康
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
　
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
賞
　
北
野
小
６
・
石
川
愛
理

10
・
14

中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
大
会
　
中
学
校
小
編
成
の
部
　
優
勝
　
岩
津
中

10
・
15

第
50
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
　
竜
海
中
２
・
山
下
恵
理
奈

入
選
　
矢
東
小
３
・
吉
田
英
里
佳
、
５
・
太
田
瑞
希

羽
根
小
５
・
井
上
リ
サ
・
後
藤
沙
織
・
山
中
さ
ゆ
紀

竜
美
丘
小
６
・
植
田
美
咲
、
６
・
鬼
頭
沙
友
子

竜
海
中
１
・
見
並
克
俊
、
竜
海
中
２
・
荒
井
浩
介

新
香
山
中
１
・
前
川
浩
隆
、
城
北
中
１
・
稲
嶋
真
紀
・
細
井
万
愛

10
・
20

第
28
回
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
事
業
庁
長
官
賞
　
大
樹
寺
小
４
・
平
山
裕
恵
、
六
中
小
６
・
田
中
淳
之
介

10
・
22

文
部
科
学
省
、
５
日
制
対
応
事
業
の
実
施
状
況
と
子
供
の
参
加
状
況
を
ま
と
め
た
「
完
全
学
校
週

５
日
制
の
実
施
に
伴
う
事
業
の
実
施
、
子
供
た
ち
の
参
加
状
況
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
発
表

10
・
25

第
33
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
（
〜
27
）

女
子
Ｂ
　
100
Ｍ
Ｈ
　
第
３
位
　
矢
作
中
３
・
岩
脇
真
奈
美

10
・
26

第
39
回
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
（
〜
27
・
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
広
場
）

東
海
地
区
学
生
書
写
書
道
展
　
愛
知
県
知
事
賞
　
矢
西
小
６
・
牧
優
理
乃
　

10
・
29

第
44
回
岡
崎
市
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
甲
山
会
館
）

10
・
30

第
29
回
岡
崎
市
小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

11
・
２

愛
知
県
防
火
作
品
展
　
小
学
校
６
年
ポ
ス
タ
ー
の
部

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
賞
　
北
野
小
６
・
伊
藤
妃
沙

11
・
３

第
16
回
愛
知
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　

男
子
　
二
種
競
技
Ｂ
　
優
勝
　
大
樹
寺
小
６
・
鈴
木
雄
貴

女
子
　
二
種
競
技
Ｂ
　
優
勝
　
大
樹
寺
小
６
・
岡
松
沙
希

11
・
４

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
優
秀
賞
　
河
合
中
３
・
市
川
太
一

11
・
６

学
校
保
健
大
会
（
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

11
・
９

Ｃ
Ｂ
Ｃ
子
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
決
勝
大
会

弦
楽
合
奏
部
門
　
最
優
秀
賞
　
城
北
中
　
　
重
奏
部
門
　
優
秀
賞
　
城
北
中

管
楽
合
奏
部
門
　
優
秀
賞
　
岩
津
中
　
　
　
重
唱
の
部
　
優
秀
賞
　
矢
北
中

合
唱
の
部
　
優
秀
賞
　
矢
北
中
・
南
中

11
・
16

第
30
回
教
育
文
化
賞
授
賞
式
（
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
）

第
17
回
Ｗ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
ト
ン
ボ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
銅
賞
　
六
南
小
５
・
喜
多
咲
姫

11
・
17

第
21
回
愛
知
県
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会
　
男
子
の
部
　
優
勝
　
六
ッ
美
中

女
子
の
部
　
優
勝
　
矢
北
中

11
・
23

第
30
回
岡
崎
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
市
民
会
館
）

第
21
回
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
優
秀
賞
　
竜
美
丘
小

11
・
24

第
51
回
愛
知
県
中
学
校
駅
伝
大
会
　
女
子
の
部
　
優
勝
　
六
ッ
美
中

Ｆ
Ｂ
Ｃ
秋
学
校
花
壇
設
計
図
コ
ン
ク
ー
ル
　
県
知
事
賞
　
根
石
小

11
・
29

常
磐
中
校
舎
完
工

12
・
７

叙
勲
・
表
彰
者
合
同
祝
賀
会
（
竜
美
丘
会
館
）

12
・
14

地
球
に
や
さ
し
い
作
文
・
活
動
報
告
コ
ン
テ
ス
ト

団
体
活
動
報
告
部
門
　
優
秀
賞
　
緑
丘
小
６
年

12
・
19

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
　
広
幡
小
３
・
伊
藤
舞

12
・
21

第
21
回
海
と
さ
か
な
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
　
部
門
賞
﹇
研
究
の
部
﹈
特
選
　
連
尺
小
２
年
１
組
10
名

12
・
24

第
29
回
冬
季
研
修
会
（
〜
25
・
甲
山
会
館
）

１
・
10

第
36
回
全
国
中
学
校
文
芸
作
品
・
歌
曲
創
作
コ
ン
ク
ー
ル

詩
歌
の
部
　
第
２
位
　
河
合
中
３
・
島
貴
子

１
・
15

第
46
回
小
中
学
校
書
き
ぞ
め
展
（
〜
19
・
岡
崎
市
美
術
館
）

１
・
18

第
１
回
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭
　
文
部
科
学
大
臣
賞
　
東
海
中
生
物
部
　
　
優
秀
賞
　
愛
宕
小
　

１
・
19

第
54
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競
走
大
会

２
・
１

中
学
生
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（
市
民
会
館
）

２
・
９

上
地
小
開
校
20
周
年
記
念
式
典

２
・
14

第
38
回
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
福
祉
会
館
）

２
・
15

六
中
小
創
立
130
周
年
記
念
式
典

２
・
25

視
聴
覚
教
育
賞
授
賞
式
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

２
・
28

常
磐
中
プ
ー
ル
・
屋
内
運
動
場
完
工

３
・
１

パ
ソ
コ
ン
教
室
整
備
40
台
配
置
20
校
　
　
梅
園
・
根
石
・
男
川
・
羽
根
・
岡
崎
・
六
名
・
三
島
・

連
尺
・
愛
宕
・
福
岡
・
常
磐
南
・
恵
田
・
大
樹
寺
・
大
門
・
矢
西
・
六
北
・
城
南
・
上
地
・

北
野
・
六
西
の
各
小
学
校

３
・
20

六
名
小
屋
内
運
動
場
完
工

３
・
25

愛
宕
小
プ
ー
ル
完
工
、
竜
海
中
屋
内
運
動
場
完
工

�
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
優
勝
し
た
上
地
小
チ
ー
ム

�
新
築
さ
れ
た
常
磐
中
の
校
舎

�
呼
和
浩
特
市
を
訪
れ
た
本
市
友
好
親

善
使
節
団

�
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭
で
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
東
海
中
生
物
部
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月
日

校
名

分
野 研　 究　 主　 題 研　　究　　概　　要 研　　究　　資　　料

６
月
７
日

矢
　
南
　
小

教
科
指
導

子どもの目が輝く授業
の創造
－あたたかな学習集団
を基盤とする「かか
わり合い」を通して－

確かな学習活動の充実を図るため、問題解決的
学習と子供相互の人間関係づくりに焦点をあて、
自主研究を進めた。話し合い活動を中心とする
「かかわり合い」を授業にどう位置づけるか。
基盤となる、あたたかな雰囲気にあふれる学習
集団をいかに育てるか。その具体的な教師の指
導方法をさぐった。

研究物
研究紀要
学習指導案

講師
茨城大学助教授
藤井　千春　先生

６
月
19
日

井
田
小
愛
宕
小

葵
中

教
育
全
般

小中連携による基礎学
力の定着をめざして
－授業づくりの工夫を
通して－

平成12年に岡崎市教育委員会より研究委嘱を受
けた。「定着させたい基礎学力」を学習内容と
学習習慣と定め、小中が系統的に連携し、９か
年を見通しての日常活動と毎時間の授業のあり
方について実践研究を進めてきた。

研究物
研究紀要
系統表
学習指導案
（井田小・愛宕小・葵中、各1冊）

６
月
25
日

矢
作
北
中

教
育
全
般

生徒・地域・教師が輝
く学校づくり
－人から学ぶことを通
して 21世紀をたく
ましく生きる生徒の
育成－

長年にわたって人としての生き方を学ぶ教育活
動を展開してきた。これを軸として、「当たり
前のことが、当たり前にできるようにしたい」
をモットーに、教育実践の日常化を目指した。
そして、「いつも夢を語り、その実現に向かっ
て努力する」生徒・地域・教師のいる学校づく
りを目標として実践している。

研究物
実践発表紀要
学習指導案
実践部会資料

講師
愛知教育大学教授
中野　靖彦　先生

豊田市立小清水小学校長
前田　勝洋　先生

10
月
１
日

常
磐
小

常
磐
中

教
育
全
般

小中連携教育

心豊かに共に高めあう
常磐っ子の育成

姉妹学級の交流・児童会と生徒会との交流・行
事の交流・学習の交流の４本柱を中心に、３年
間の小中共同生活を通して、互いに認め合い、
思いやりと信頼感に結ばれた、心豊かな子ども
の育成をめざして研究実践を行った。

研究物
研究紀要（概要編）
研究紀要（実践編）
学習指導案

助言者
愛知教育大学講師
伊藤　安彦　先生

10
月
11
日

竜
南
中

上
地
小

緑
丘
小

総
合
学
習
・
特
別
活
動
・
道
徳

豊かな人間性を育む教
育活動
－子供・教師・地域の
３つのネットワーク
を核として－

平成12年度に岡崎市教育委員会より研究委嘱を
受けた。３校の小中学校の児童と生徒、地域や
教師同士が、連携を通して３つのネットワーク
を構築する中で、それらを生かした活動の場を
設定することで、「豊かな人間性」の育成が図
れるという研究仮説に基づき、３年間にわたり
研究実践を重ねてきた。

研究物
研究紀要　学習指導案

助言者
愛知教育大学講師 伊藤　安彦　先生
社会福祉協議会地域組織係長

畔柳　和正　様
鳴門教育大学教授 西村　公孝　先生
岡崎市教育研究所 岩月　　健　先生
愛知教育大学教授 池田　勝昭　先生

10
月
18
日

大
樹
寺
小

教
育
全
般

自立心を育てる教育
－理科、社会科、生活
科、大樹学習Ａ・Ｂ
（総合学習）を中心
にして－

自立心を育てるための手立てを「直接体験を重
視した教育活動の推進」「真の問題解決的な学
習の推進」とし、自然、人、地域とのかかわり
を大切にした体験的な教科、大樹学習、行事等
の工夫を研究・実践してきた。

研究物
大会要項
研究紀要

講師
愛知教育大学助教授
野田　敦敬　先生

11
月
１
日

矢
　
北
　
小

総
合
・
教
科

総合的な学びを育てる
学習指導
－自ら考え、発表でき
る子どもをめざして－

本校では、子供たちが自ら追究する活動全般を
「総合的な学び」と捉え、自ら考え、発表でき
る子どもをめざして、「題材設定」「独自学習」
「相互学習」の在り方を中心に、研究実践を重
ねてきた。

研究物
研究紀要・学習指導案

講師
愛知教育大学講師 伊藤　安彦　先生
愛知教育大学教授 川上　昭吾　先生
明治図書　　　樋口　雅子　先生
奈良女附小　　廣岡　正昭　先生

11
月
５
日

男
　
川
　
小

教
科
指
導
・
生
活
全
般

家族や地域の人々との
かかわりを通して、自
立をめざす子の育成

家族や地域の人々とのかかわり体験から、人・
自然・ものの持つ魅力に感動し、目的意識をも
って、自ら学び、生活する子の育成をめざした。
教科（生活科、社会科、家庭科）と生活全般の
「男川かかわりプラン」を作成しこれを実践した。

研究物
研究紀要
かかわり実践記録「育成」
学習指導案

講師
愛知教育大学教授
西村　敬子　先生

書　　　名 出　版　日 著　　　　者
死を通して生を考える教育 平成15年２月 常磐中　天野幸輔共著（編者　中村博志）

●平成14年度の出版物



No. 3 5 8

（7）

平成14年度教育研究論文入賞者

賞 最優秀
個人 1

1
1
1
4

優　秀
26
5

16
3

50

佳　作
52
10
32
6

100

合計/応募数
79/186
16/ 42
49/110
10/ 27

154/365

共同
個人
共同

小学校

中学校

合　　計

氏　名 学校名 教科領域 研　　究　　主　　題
清水　範彦 六中部 理　科 自ら問題を見つけ、意欲的に追究する子の育成
鈴木　孝広 竜　南 保健体育 確かな学力を育む課題解決学習のあり方

６年生部会
船越　　学

六西部 総　合 ふるさとを愛する心を育てる　地域に根ざした総合的な学習

２年生部会
尾崎　智佳

甲　山 特別活動 自らを律し、互いに高め合う生徒の育成

理 科 部 会
田中　芳子

大樹寺 理　科 科学好きな子を育てる理科教育

特殊教育部会
平野　　泉

根　石 特殊教育 読書に親しみ生き生きと表現できる子の育成

授業研究部
城戸　聡子

本　宿 学校保健 自己を正しく見つめ生き生きと歩む子どもの育成

６年生部会
鈴木　悦子

緑　丘 総　合 人とのかかわりを通して豊かな人間性を育む子どもを求めて

現職教育研究部
寺島　真澄

矢作南 教育全般 子どもの目が輝く授業の創造

矢北中保健体育部
香川　恵美

矢作北 保健体育 生涯スポーツへの自立をめざしてⅢ

特殊教育部
大柿　峰樹

竜　南 特殊教育 交流の深まりと広がりを求めて

現職教育部
山口　直純

福　岡 総　合 目を輝かせ、自ら進んで活動する生徒の育成

ＴＰＧ部会
太田　恭子

矢作東 算　数

研究推進３年部会
菅沼　秀光

六西部 算　数

現職教育部
成田　隆行

三　島 総　合

現職教育部
太田　末也

常磐南 教育全般

現職教育部会
本田　浩登

大樹寺 教育全般

１年生部会
佐野　恵広

六中部 教育全般

現職教育部
安藤　太平

上　地 教育全般

研究推進部会
高橋由美子

六西部 教育全般

環境整備部
奥平　　憲

六西部 教育全般

現職教育部
高橋　保恵

梅園幼 教育全般

数　学　部
永井　利昌

竜　海 数　学

理　科　部
西山　秀行

竜　海 理　科

保健体育部
大原　隆司

竜　海 保健体育

現職教育啓発活動部
森　　竜師

城　北 学習情報

健康教育推進部会
e田　修義

美　川 学校保健

現職教育部
岩瀬　竜弥

竜　南 教育全般

●個人研究の部
最優秀賞

優秀賞

●共同研究の部
最優秀賞

優秀賞

〈論文入賞者数〉

佳作

岩瀬　裕美 広　幡 国　語 豊かな表現力を高めるための話す力の育成
大西　裕子 矢作東 国　語 確かで豊かな音声言語表現力を伸ばす指導と評価
堺　季和子 矢作東 国　語 考えたことや伝えたいことを的確に話すことができる子を目指して
森下　成樹 矢作南 国　語 かかわり合い高め合う言語活動
中野　隆仁 緑　丘 社　会 進んで課題を追究し、考え合うことのできる子をめざして
加藤　峰子 矢作東 社　会 学ぶ喜びをわかち合い、郷土愛を育む社会科の授業
池田佳代子 矢作南 社　会 問題意識をもって進んで追究し、考えを深める子の育成
片桐　　徹 北　野 社　会 問題意識を持ち、進んで調べ、かかわり合いを通して学びを深める子どもの育成
加藤　嘉一 六南小 算　数 主体的な学びと豊かな量感を育てる指導をめざして
加藤　　稔 竜　海 算　数 自ら学び、楽しさや充実感を味わうことのできる算数学習２
犬塚　健一 常磐南 理　科 科学好きな子を育てる理科学習
杉田ひろ子 城　南 理　科 主体的に問題解決活動を進める中で豊かな感性を育む理科学習
宮川　葉子 男　川 生　活 多くのかかわりや体験を通して自ら活動しようとする子を求めて
丹野千香子 岡　崎 生　活 自らの生活を切り拓く子の育成
鳥居　光世 恵　田 生　活 身近な人や自然に自ら進んでかかわり　その良さを見つめることができる子どもの育成
林　　尚子 矢作北 生　活 活動を広げ、気づきを深める生活科の学習
尾崎めぐみ 矢作西 生　活 自然に親しみ、感動する心を育む栽培活動の取り組み
梅田　康子 福　岡 図　工 創造の喜びを体感できる学校環境デザイ
太田　悦子 藤　川 保健体育 人とのかかわりの中で、自他を認め、自分を伸ばそうと努力できる子の育成
山口　博正 福　岡 特殊教育 話す意欲を高め、自分の思いを伝えることのできる児童の育成
中嶋　友子 愛　宕 図書館 図書資料を活用した学習指導
内田　一未 広　幡 学校保健 命の大切さを知り、自分の存在を実感できる子の育成
佐久間裕子 三　島 総　合 自ら学び、進んで考えを伝える子の育成
倉地　耕治 連　尺 総　合 豊かな人間性を育む総合単元の構想
小川真奈美 大樹寺 総　合 主体的な学びを通して自立心を育てる　総合的な学習の時間をめざして
柴田　泰枝 六西部 総　合 地域に親しみ心豊かな子の育成
尾崎　和美 竜　海 国　語 話し方・聞き方を学ぼう
河合由起子 城　北 国　語 伝え合う力
磯村　彰久 葵 国　語 漢文に親しみ読み味わう生徒の育成
日置　正敏 南 社　会 多面的に追究し考えを深める生徒の育成
早川　哲也 六ッ美 社　会 学ぶ喜びをわかち合い、共生のあり方を問う社会科の授業
富田　好己 葵 数　学 基礎学力を身につけ主体的に学習に取り組む生徒の育成
小澤　　弘 河　合 数　学 学ぶ力・確かな学力を育む数学指導
田村　康則 矢　作 数　学 「数学的活動」を重視し、学ぶ楽しさを味わわせる授業
柴田　昌一 葵 理　科 基礎基本を大切にし、主体的に追究する生徒を育てる理科学習
山田　義仁 葵 技術・家庭 郷土を大切にする心を育むものづくり指導
中野　　健 矢作北 技術・家庭 人と学び合い、自らの生活を工夫することのできる生徒の育成
岩城　冬子 河　合 英　語 自分の思いを英語で発信する生徒の育成
清水　孝治 矢作北 道　徳 心に響く道徳教育をめざして
山元　嘉与 矢作北 特別活動 個々の気持ちを高め意欲的に活動できる学級活動
伊奈　良晃 甲山中 特別活動 学校生活の充実と改善向上を図る生徒活動
岡田　幸夫 六ッ美 特殊教育 人とかかわり始めるために

鈴木理栄子 梅　園 国　語
澤田　友和 羽　根 国　語
加藤みよ子 井　田 国　語
堀田　　史 矢作南 国　語
近藤　秀子 六中部 国　語
黒木　貴幸 秦　梨 社　会
青山　美子 常磐南 社　会
三浦　裕昌 大　門 社　会
山本　信幸 六南部 社　会
真木　芳衛 六　名 算　数
赤穂　恵里 広　幡 算　数
渋谷　昌彦 常　磐 算　数
稲垣　裕子 岡　崎 理　科
伊藤　聡子 矢作東 理　科
太田　里英 男　川 生　活
佐渡　明美 六　名 生　活
河野　泰世 広　幡 生　活
田中　康恵 矢作西 生　活
久村　理枝 城　南 生　活
石川　洋実 六　西 生　活
鈴木慎一朗 本　宿 音　楽
杉浦あゆみ 矢作東 音　楽
澤田　友和 羽　根 保健体育
清水　隆史 竜美丘 保健体育
宮村　　礼 細　川 保健体育
栗田　正明 矢作東 保健体育
柵木　哲朗 六南部 保健体育
藤井　博子 男　川 家　庭
鷹見　京子 矢作東 家　庭
石川　京子 広　幡 道　徳
矢田　雅敏 岩　津 道　徳
嘉森　　環 六北部 道　徳
三上美佐子 矢作東 特別活動
安藤　仁史 美　合 特殊教育
石川裕美子 小豆坂 特殊教育
河合　泰宏 井　田 学習情報
川本　祐二 小豆坂 学習情報
牧野　節子 藤　川 図書館
齋藤由美子 愛　宕 学校保健
羽根渕一夫 連　尺 総　合
伊藤　真平 広　幡 総　合
山口　泰代 本　宿 総　合

志村　光弘 岩　津 総　合
原田　奈己 大樹寺 総　合
高山　美保 大樹寺 総　合
神谷　耕一 矢作北 総　合
柴田　知子 矢西小 総　合
佐野　恵広 六中部 総　合
小林　由佳 六南部 総　合
齊藤　朋子 六西部 総　合
大嶋　由美 矢作東 教育全般
松下　　恵 矢作東 教育全般
加藤　有悟 美　川 社　会
田中　鉄也 美　川 社　会
上村　　浩 南 社　会
竹平　真仁 葵 社　会
林　　正彦 美　川 数　学
加藤　　稔 竜　海 数　学
深津　伸夫 葵 数　学
a橋　幸太 竜　南 数　学
鈴木　　武 矢　作 理　科
内田　正信 竜　海 音　楽
鈴木隆太郎 北 音　楽
a木　理人 葵 美　術
青木　貴之 六ッ美 美　術
都築　秀次 矢作北 美　術
早川　周宏 六ッ北 美　術
市川　陽明 岩　津 保健体育
淺井　貞人 矢　作 保健体育
太田　　勲 六ッ美 保健体育
渡邉　幸枝 新香山 技術・家庭
新井　邦仁 南 英　語
沢田　聖子 福　岡 英　語
神谷　明良 矢　作 特別活動
井上　善道 竜　南 特別活動
山口　佐文 竜　南 特別活動
小田　哲也 竜　南 学習情報
浅井　圭子 甲　山 図書館
川澄　敏子 甲　山 学校保健
小川　有理 竜　南 生徒指導
畔柳　朋典 常　磐 総　合
白井　優司 常　磐 総　合
坂本　雄士 城　北 総　合
松坂　禎文 矢作北 教育全般

佳作



て
は
、
一
種
免
許
状
の
取
得
努
力

義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。
取
得
す
る

に
は
、
大
学
や
認
定
講
習
で
単
位

を
取
り
、
在
職
年
数
を
活
か
す
方

法
が
あ
る
。

例
え
ば
、
大
学
に
三
年
以
上
在

3月号 お知らせ

（8）

学
し
、
九
十
三
単
位
以
上
修
得
し

た
者
は
、
六
年
の
在
職
年
数
が
あ

れ
ば
、
十
単
位
で
申
請
が
で
き
る
。

隣
接
校
種
免
許
状
取
得
の
促
進

平
成
十
四
年
教
育
職
員
免
許
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

主
な
も
の
は
次
の
四
点

①
他
校
種
免
許
状
に
よ
る
専
科
担

任
制
度
の
拡
充

②
教
職
経
験
を
有
す
る
者
の
隣
接

校
種
免
許
状
の
取
得
の
促
進

③
特
別
免
許
状
の
授
与
の
見
直
し
、

有
効
期
限
の
撤
廃

④
免
許
状
の
失
効
及
び
取
り
上
げ

に
係
る
措
置
の
強
化

例
え
ば
②
は
、
前
表
の
よ
う
に

単
位
数
の
内
訳
が
設
定
さ
れ
た
。

大
幅
な
軽
減
措
置
な
の
で
、
大
学

の
通
信
教
育
等
で
、
取
得
し
て
ほ

し
い
。

司
書
教
諭
の
資
格
取
得
促
進

学
校
図
書
館
法
の
改
正
に
よ
り

（
平
成
九
年
六
月
十
一
日
）、
平
成
十

五
年
度
よ
り
、
十
二
学
級
以
上
の

学
校
に
司
書
教
諭
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
教
育
活
動
に
お
い
て
も
、

司
書
教
諭
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
の
で
、
積
極
的
な
資
格
取
得
を

期
待
す
る
。

○
免
許
状
取
得
の
促
進

教
育
の
資
質
向
上
や
小
・
中
学

校
の
交
流
の
円
滑
化
、
小
学
校
の

専
科
指
導
の
充
実
を
目
的
に
、
免

許
状
取
得
の
方
法
が
改
善
さ
れ
て

い
る
。

一
種
免
許
状
の
取
得
努
力

昭
和
六
十
三
年
の
免
許
法
改
正

に
よ
り
、
そ
の
有
す
る
免
許
状
が

二
種
免
許
状
で
あ
る
教
員
に
つ
い

●

教
育
最
新
情
報

○
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
会

快
晴
の
一
月
二
十
六
日
（
日
）

早
朝
よ
り
、
親
子
七
十
人
が
参
加

し
て
「
す
ぶ
ち
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
の
伊
藤
安
彦
先
生
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
参
加
者
は
図
鑑

と
双
眼
鏡
を
手
に
山
の
中
を
歩
い

た
。
約
二
時
間
程
で
、
ハ
ク
セ
キ

レ
イ
・
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
・
ヤ
マ
ガ
ラ

な
ど
十
七
種
類
の
野
鳥
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

昼
に
は
、
全
員
が
運
動
場
に
集

ま
り
、
所
員
が
前
日
に
採
集
し
て

お
い
た
春
の
七
草
を
入
れ
た
お
か

ゆ
を
味
わ
っ
た
り
も
し
て
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

○
新
年
度
へ
の
準
備
完
了

〈
テ
ン
ト
サ
イ
ト
新
設
〉

第
二
キ
ャ
ン
プ
場
を
さ
ら
に
利

用
し
や
す
く
し
よ
う
と
、
冬
の
間

に
所
員
の
作
業
で
、
十
六
号
テ
ン

ト
サ
イ
ト
を
新
設
し
た
。
太
陽
の

広
場
に
も
水
場
に
も
近
い
の
で
、

来
シ
ー
ズ
ン
の
利
用
が
期
待
さ
れ

る
。

〈
浴
槽
の
循
環
能
力
ア
ッ
プ
〉

自
然
の
家
の
風
呂
は
、
こ
れ
ま

で
も
常
に
湯
を
循
環
さ
せ
て
、
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
心
掛
け
て
き
た
。

今
後
、
よ
り
一
層
快
適
な
入
浴

が
で
き
る
よ
う
に
と
、
一
月
〜
二

月
に
か
け
て
浴
槽
の
循
環
機
能
を

改
善
す
る
工
事
を
行
っ
た
。

〈
松
葉
の
回
収
〉

自
然
の
家
の
代
表
的
な
施
設
で

も
あ
る
、
落
ち
葉
ス
キ
ー
場
の
松

葉
の
補
充
も
冬
の
仕
事
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
所
内
は
も
と
よ
り
、
や

す
ら
ぎ
公
園
や
額
田
の
ゴ
ル
フ
場

な
ど
へ
何
回
も
出
向
い
て
、
た
く

さ
ん
の
松
葉
を
回
収
し
た
。

新
し
い
松
葉
を
敷
き
つ
め
た
上

を
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
滑
る
子

供
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
日
が
待

ち
遠
し
い
。

●

少
年
自
然
の
家
だ
よ
り

熱心に鳥の観察をする参加者たち

中学校教諭による小学校での授業（上地小・竜南中）

受けようとする

免許状の種類

小学校２種

中学校２種

中学校教諭普通

小学校教諭普通 10

10

2

2

2

有することを必

要とする学校の

免許状 教科

最低修得単位数

教育課程及び指

導法

教職に関する科目

生徒指導、教育

相談及び進路指

導等
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◆
第
四
十
七
回
県
自
作
視
聴
覚
教

材
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
〈
ビ
デ
オ
部
門
〉

「
岡
崎
に
も
海
が
あ
っ
た
」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｅ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

優
秀
賞
〈
ビ
デ
オ
部
門
〉

「
二
七
市
」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｂ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

最
優
秀
賞

〈
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
部
門
〉

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
資
料
『
き
ょ

う
ど
に
つ
た
わ
る
ね
が
い
』」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｇ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

優
秀
賞

〈
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
部
門
〉

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
資
料
『
Ｊ
ｏ
ｙ

ｆ
ｕ
ｌ
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
』」

自
作
教
材
制
作
委
員
会
Ｆ
班
・
Ａ
Ｖ
Ｌ

◆
第
三
十
八
回
岡
崎
市
小
中
学
校

読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

市
長
賞
〈
読
書
感
想
文
〉

矢
南
小
三
年
　
橋
本
　
孝
文

六
西
小
五
年
　
伊
藤
　
基
樹

岩
津
中
三
年
　
市
川
　
久
乃

市
議
会
議
長
賞
〈
読
書
感
想
文
〉

六
中
小
二
年
　
藤
井
　
貴
信

梅
園
小
五
年
　
石
原
　
　
梓

六
美
中
三
年
　
足
立
　
瑞
樹

岡
崎
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

〈
読
書
感
想
画
〉

本
宿
小
一
年
　
末
木
　
　
豪

緑
丘
小
六
年
　
大
本
シ
ョ
ウ
ジ

新
香
山
中
一
年

伊
藤
　
麻
希

◆
県
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞藤

川
小
五
年
　
平
岩
　
紀
人

◆
第
五
十
四
回
岡
崎
市
民
駅
伝
競

走
大
会

�
男
子
の
部

優
勝
　
　
　
北
中
学
校
Ａ

二
位
　
　
　
六
ツ
美
中
学
校
Ａ

三
位
　
　
　
竜
南
中
学
校
Ａ

四
位
　
　
　
東
海
中
学
校

五
位
　
　
　
竜
海
中
学
校
Ａ

六
位
　
　
　
美
川
中
学
校
Ａ

�
女
子
の
部

優
勝
　
　
　
六
ツ
美
中
学
校
Ａ

二
位
　
　
　
六
ツ
美
中
学
校
Ｂ

三
位
　
　
　
竜
南
中
学
校
Ａ

四
位
　
　
　
東
海
中
学
校
Ａ

五
位
　
　
　
甲
山
中
学
校
Ａ

六
位
　
　
　
城
北
中
学
校
Ａ

◆
第
一
回
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭

文
部
科
学
大
臣
賞

「
守
れ
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
」

東
海
中
学
校
生
物
部

優
秀
作
品
賞

「
カ
メ
く
ん
の
コ
ウ
ラ
と
成
長
」

愛
宕
小
六
年
　
箭
田
　
峻
吾

箭
田
　
康
治

◆
第
三
十
回
人
権
を
理
解
す
る
作

品
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
〈
標
語
の
部
〉

緑
丘
小
五
年
　
大
八
木
利
徳

優
秀
〈
ポ
ス
タ
ー
の
部
〉

細
川
小
三
年
　
高
坂
　
翔
一

手
　
紙

十
二
月
に
な
っ
て
相
談
室
登
校

を
始
め
た
中
学
二
年
Ａ
子
さ
ん
が
、

三
学
期
始
業
式
の
日
の
午
後
ハ
ー

ト
ピ
ア
岡
崎
に
来
た
。
そ
し
て
、

三
人
の
指
導
員
に
手
紙
を
置
い
て

い
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
通
。

○
○
先
生
へ

ハ
ー
ト
ピ
ア
岡
崎
に
四
か
月

ぐ
ら
い
行
き
ま
し
た
。
家
に
引

き
こ
も
っ
て
い
る
と
前
向
き
の

こ
と
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で

す
。
気
持
ち
が
暗
い
と
外
に
出

る
だ
け
で
い
や
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
気
持
ち
の
も

ち
よ
う
で
未
来
な
ん
か
ど
う
に

で
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。（
中
略
）
知
り

合
い
に
会
う
だ
け
で
い
や
だ
っ

た
の
が
全
然
平
気
に
な
り
ま
し

た
。今

は
ま
だ
教
室
に
行
っ
て
な

い
け
ど
そ
の
う
ち
に
行
き
ま
す
。

今
で
は
不
登
校
に
な
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
に
会
え
た
し
、

な
に
よ
り
つ
ら
く
て
し
ょ
う
が

な
い
気
持
ち
も
分
か
っ
た
し
、

ハ
ー
ト
ピ
ア
岡
崎
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
し
。

多
分
も
う
何
が
あ
っ
て
も
大
丈

夫
で
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

ま
だ
ハ
ー
ト
ピ
ア
生
で
す
が
。

そ
し
て
、「
今
は
ま
だ
教
室
に
行

っ
て
な
い
け
ど
」
の
部
分
の
欄
外

に
「
行
き
ま
し
た
」
と
書
き
加
え

ら
れ
て
あ
っ
た
。
Ａ
子
さ
ん
は
、

始
業
式
の
日
に
教
室
に
入
り
、
式

に
参
加
し
た
の
だ
っ
た
。

Ａ
子
さ
ん
は
、
中
学
一
年
の
三

学
期
か
ら
不
登
校
に
な
っ
た
。
学

校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
悔

し
さ
を
、
家
の
壁
を
た
た
い
て
晴

ら
し
て
い
た
。
中
学
二
年
の
六
月

の
半
ば
、
本
所
を
見
学
に
来
た
が

車
か
ら
降
り
ら
れ
な
か
っ
た
。
二

学
期
に
な
っ
て
本
所
に
通
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
後
約
四
か
月
、
こ
の
手
紙
を

書
く
ま
で
に
回
復
し
た
。「
ま
だ

ハ
ー
ト
ピ
ア
生
で
す
が
」
と
気
持

ち
を
残
し
な
が
ら
も
、
手
紙
に
は

学
校
復
帰
す
る
ん
だ
と
い
う
意
志

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
Ａ
子
さ
ん
は
、
毎
日
元

気
に
教
室
登
校
し
て
い
る
。

●

表
　
　
彰

●

ハ
ー
ト
ピ
ア
岡
崎
だ
よ
り
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新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
か
ら

一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
様
々

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
頭
を
悩
ま
せ
た
。「
生
き
る
力
」

「
確
か
な
学
力
」
…
…
。

流
行
の
言
葉
に
踊
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
二

年
目
が
も
う
す
ぐ
始
ま
る
。
子
供
た
ち
に
「
本
物

の
力
」
を
つ
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、「
一
年

の
あ
ゆ
み
」
を
ま
と
め
る
。
教
育
改
革
の
流
れ
の

中
で
、
年
表
い
っ
ぱ
い
の
輝
か
し
い
実
績
の
数
々
。

そ
れ
は
、
目
の
前
の
子
供
を
大
切
に
し
、
そ
の
力

を
最
大
限
に
伸
ば
し
て
き
た
と
い
う
、
岡
崎
教
師

の
誇
り
で
も
あ
る
。
来
年
度
の
更
な
る

躍
進
を
誓
う
。

巣
立
ち
を
機
に
、
子
供
た
ち
の
姿
は

一
段
と
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
。
小
さ
く
な

っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
に
は
、
心
の
ア
ル
バ
ム
に
刻
ま

れ
て
き
た
、
ひ
と
・
こ
と
・
も
の
と
の
思
い
出
が
、

入
り
き
ら
な
い
ほ
ど
い
っ
ぱ
い
に
詰
ま
っ
て
い
る
。

輝
く
瞳
に
、
歌
声
に
、
あ
い
さ
つ
に
「
あ
り
が

と
う
」
の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

大
空
に
ツ
グ
ミ
が
羽
ば
た
く
。
灰
色
の
空
を
見

上
げ
る
と
ま
だ
肌
寒
さ
を
感
じ
る
が
、
長
い
冬
を

乗
り
越
え
て
も
う
す
ぐ
芽
吹
こ
う
と
し
て
い
る
花

も
見
ら
れ
る
。

新
緑
と
色
鮮
や
か
な
花
に
囲
ま
れ
た
春
を
す
ぐ

近
く
に
感
じ
つ
つ
、
新
し
い
年
度
を
前

に
身
を
引
き
締
め
る
。

・
カ
　
　
ッ
　
　
ト

竜
美
丘
小

滋
野
井
　
貴
　
子

オシ

アス

＊学力低下を克服する本
陰山　英男・小河　　勝

文藝春秋 ￥1333
＊新しい哲学を語る

梅原　　猛・稲盛　和夫
ＰＨＰ研究所 ￥1300

＊ぶどうの木 坂本　洋子
幻冬舎 ￥1500

＊嫌われ松子の一生 山田　宗樹
幻冬舎 ￥1600

＊リクルートという奇跡 藤原　和博
文藝春秋 ￥1429

リクルート事件、ダイエーグループへの
吸収という、二度の大きな変化にも柔軟に
対応し、今なお高いブランド価値を保って
成長を続けているリクルート社。その秘密
を解明してくれている。
例えば、社内が起業家の集団であること。
才能のある人しか生き残れないという厳し
い現実があるものの、社員が生き生きと働
くための動機付けがちゃんと用意されている。
子供たちが通いたい学校、それはきっと
職員が生き生きとして、働きがいのある学
校であろうことと重なる。

戦
後
間
も
な
く
羽
根
小
学
校
は
、
学
校
図

書
館
教
育
に
お
い
て
市
の
研
究
指
定
を
受

け
、
昭
和
三
十
年
に
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
発
表
し
た
。
写
真
に
見
る
よ
う
に
図
書
館

を
親
に
も
提
供
し
て
、
親
と
協
力
し
て
児
童

の
家
庭
読
書
に
対
す
る
関
心
を
も
高
め
た
。

以
後
、
市
内
小
中
学
校
の
図
書
館
整
備
は

着
々
と
進
め
ら
れ
、
読
書
指
導
を
中
心
と
し

た
図
書
館
教
育
に
力
が
注
が
れ
た
。
平
成
三

年
に
は
根
石
小
学
校
が
読
書
指
導
で
、
五
年

に
は
連
尺
小
学
校
が
学
校
図
書
館
教
育
で
成

果
を
あ
げ
、
博
報
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

今
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
学
校

図
書
館
の
果
た
す
役
割
や
、
管
理
シ
ス
テ
ム

化
推
進
な
ど
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

写真提供　羽根小学校写真提供　羽根小学校写真提供　羽根小学校

学校図書館教育
（昭和30年）


